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択によって描かれていることを検証する。
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の色合いが濃いが、ハーディはここでも登場人物の心理の内側に入り込むのではなく、あくまで外面的描
写を堅持しながら、二人の心の動きを描出しようとしている。つまり、winding pathは、彼女がこの年
下の青年を愛してしまった煩悶、躊躇を暗示し、forkingは青年の未来への逡巡、選択を暗示する。それ
にとどまらず、自分のために青年がその将来を台無しにするのではないかとの彼女の懊悩が、随所で、彼
女の歩行の描写中に組み込まれているという。
以上は氏の論文のほんの一部を紹介したもので、不当に簡略化したという懸念もあるが、本筋では氏の
立論の中核に当たるところだと思う。
本論の最大の美点は、豊穣なハーディ小説の世界を「歩行の表象」の観点にひたすら絞り込んで論じて
いることで、これによって議論が拡散的に堕すことを免れている。しかし、その代価として、「歩行」に
こだわる余り、ハーディ文学の複雑な諸要素がすべて「歩行」に収斂させられてしまっているとの印象も
否めない。また、氏は「斬新な切り口」を求めることに熱心な余り、時に説得力に欠ける「説」を持ち出
すきらいがある。
それらの点は今後の研鑽に待つとして、本論文が博士論文としての要件を十分に備えていることは間違
いなく、本論文審査委員三名は、論文の審査並びに2011年!月17日に実施した口頭試問の結果から、山内
政樹氏が本論文によって博士（文学）の学位を受けるに値すると判断し、ここにご報告申し上げます。
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